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調査設計

協働先アンケート

調査⽬的 ︓過去協働団体の協働当時と現在の実態や意識を把し、
協働先団体およびSVP東京の変化を確認する。
また、協働先にとってのSVP東京の価値を確認し、
今後の活動に資する。

調査⽅法 ︓インターネットアンケート

設問数 ︓24問

回答対象 ︓SVP東京の過去協働団体
（2005年〜2021年採択団体）

サンプル数︓56s

パートナーアンケート

調査⽬的 ︓パートナー経験者のSVP東京での活動や協働の実
態・意識を把握し、パートナーにとってのSVP東京
の価値と変化を把握し、今後の活動に資する。

調査⽅法 ︓インターネットアンケート

設問数 ︓31問

回答対象 ︓SVP東京のパートナー経験者
（2003年〜2023年）

サンプル数︓132s

実施時期 ︓2023年7⽉〜8⽉

実施機関 ︓NPO法⼈ソーシャルベンチャー・パートナーズ東京

実施協⼒ ︓⽔⾕⾐⾥（株式会社 ⾵とつばさ）
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アンケート結果のサマリー

4

【協働先アンケート】
 協働先がSVPに応募したきっかけは、協働開始時の事業規模が1000万円未満では「その他の知り合いから勧められて」、
1000万円以上では「SVP東京のパートナーから勧められて」がそれぞれ最も⾼い。

 協働した内容は、「経営戦略・中期事業計画策定」が73％で最も⾼く、次いで「マーケティング・営業⽀援」「資⾦調
達・ファンドレイズ」「組織体制整備・カバナンス」がそれぞれ50％で続く。

 協働において、特に成果があったことや価値があったこと（TOP3）としては、協働開始時の事業規模が1000万円未満
では「代表者本⼈の精神的な⽀えになった」「⼈脈やネットワークが形成された」「経営戦略・計画の策定ができた」
がそれぞれ42％で最も⾼く、1000万円以上では「代表者以外の経営陣やスタッフの成⻑に寄与した」が51％で最も⾼
かった。

 協働開始時の事業規模は51％が1000万円未満で、1億円以上は4％だったが、現在の事業規模は1000万円未満は18％、
1億円以上が30％と成⻑しており、スタッフ数も増加している傾向。

【パートナーアンケート】
 回答パートナー経験者のSVP東京加⼊時の年齢は30代（42％）、社会⼈経験は「11〜20年」（33％）が最も⾼い。現
在の職業は、現パートナーは「事業開発/経営企画」が22％で最も⾼く、卒業パートナーは「経営者/役員（ビジネスセ
クター）」が20％で最も⾼い。全体では「コンサルタント（ビジネス）」も1割を超える。

 SVP東京加⼊の理由は「社会課題の解決に貢献したいから」が87％で最も⾼い。
 SVP東京での活動による⾃⾝の成⻑や変容としては「多様な・幅広い視点の獲得」（96％）が最も⾼く、「社会課題解
決への貢献」（77％）より⾼い。

 SVPの活動の難しさや不満としては、「本業との両⽴」（64％）、「本業以外（家庭や学業等）との両⽴」（51％）、
「⾃らのスキルが不⾜」（50％）が上位。
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協働先アンケート結果
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ｎ 教育・若
者⽀援

⼥性・⼦
育て・妊
娠

保健・医
療

国際協
⼒・途上
国⽀援・
外国⼈⽀
援

ダイバーシ
ティ・⼈
権・多⽂
化共⽣

障がい 農林⽔産
業・⾷

介護・福
祉

⼈材育
成・⾃⽴
⽀援

貧困・⽣
活困窮者
⽀援

地域・まち
づくり・伝
統⽂化

環境保
全・⾃然
保護

その他

全体 56 29 23 18 16 14 14 13 13 9 9 7 4 4

1000万円未満 29 31 21 21 17 17 10 17 7 7 3 3 7 7

1000万円以上 25 28 24 16 16 12 16 8 16 12 16 8 - -

3⼈以下 30 27 27 17 20 13 17 10 7 13 7 10 3 7

4⼈以上 26 31 19 19 12 15 12 15 19 4 12 4 4 -

2005〜2014年 27 37 26 19 22 15 15 15 7 7 4 4 - 4

2015〜2023年 29 21 21 17 10 14 14 10 17 10 14 10 7 3

協働開始時
事業規模

協働開始時
⼈数

協働開始年
度

0

10

20

30

40
全体

社会課題領域協働先

 社会課題は「教育・若者⽀援」「⼥性・⼦育て・妊娠」「保健・医療」の順で⾼い。
 協働開始年度2014年以前は「教育・若者⽀援」「国際協⼒・途上国⽀援・外国⼈⽀援」、2015年以降は「介護・福祉」「貧困・⽣活困

窮者⽀援」が⾼くなっている。
Q2＿貴団体の取り組む社会課題領域に⼀番近しいと思われる選択肢を最⼤2つまでお選びください。（MA2）
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凡例 ｎ

協働開始当時 56

現在 56

協働開始当時 29

現在 29

協働開始当時 25

現在 25

協働開始当時 30

現在 30

協働開始当時 26

現在 26

協働開始当時 27

現在 27

協働開始当時 29

現在 29

協働開始年
度

2005〜2014年

2015〜2023年

全体

協働開始時
事業規模

1000万円未満

1000万円以上

協働開始時
⼈数

3⼈以下

4⼈以上

500万円未満

30

13

59

17

0

4

50

13

8

12

33

15

28

10

500万円以上、
1,000万円未満

21

5

41

7

0

4

20

10

23

0

30

11

14

0

1,000万円以上、
2,000万円未満

14

14

0

24

32

4

10

23

19

4

19

22

10

7

2,000万円以上、
3,000万円未満

13

11

0

10

28

12

10

10

15

12

4

0

21

21

3,000万円以上、
5,000万円未満

9

13

0

14

20

12

3

13

15

12

4

7

14

17

5,000万円以上、
1億円未満

5

11

0

7

12

16

0

10

12

12

7

7

3

14

1億円以上

4

30

0

17

8

48

0

17

8

46

0

33

7

28

わからない・
回答しない

4

4

0

3

0

0

7

3

0

4

4

4

3

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事業規模協働先

 事業規模は1000万円未満が協働開始時は51％だが、現在は18％と減少し、1億円以上が4％から30％へと⼤きく増えている。
 協働終了から時間が短い2015年以降で⾒ても、1000万円未満は42％から10％に減少し、1億円以上が7％から28％へと増えている。
 2014年以前の⽅が協働開始時1000万円未満の割合が⾼いが、現在は１億円以上の割合が2015年度以降より⾼い。

Q4_1＿SVP東京との協働が開始した年度、および今年度（2023年度）の事業規模を教えてください。【協働開始当時】（SA)
Q4_2＿SVP東京との協働が開始した年度、および今年度（2023年度）の事業規模を教えてください。【現在】（SA)
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凡例 ｎ

協働開始当時 56

現在 56

協働開始当時 29

現在 29

協働開始当時 25

現在 25

協働開始当時 30

現在 30

協働開始当時 26

現在 26

協働開始当時 27

現在 27

協働開始当時 29

現在 29

協働開始時
⼈数

3⼈以下

4⼈以上

協働開始年
度

2005〜2014年

2015〜2023年

　合　計

協働開始時
事業規模

1000万円未満

1000万円以上

0⼈

16

5

31

10

0

0

30

7

0

4

30

4

3

7

1⼈

13

7

17

7

4

8

23

10

0

4

7

11

17

3

2〜3⼈

25

13

24

17

24

4

47

23

0

0

26

19

24

7

4〜9⼈

36

27

28

31

48

20

0

27

77

27

33

19

38

35

10〜49⼈

11

32

0

28

24

40

0

33

23

31

4

30

17

35

50〜99⼈

7

3

12

0

15

7

7

100⼈以上

7

0

16

0

15

7

7

わからない

2

3

0

0

4

4

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有給スタッフ数協働先

 有給スタッフの数は、10⼈以上が協働開始時の11％から46％に増加。
 協働開始時に3⼈以下だった団体は60％が4⼈〜49⼈に成⻑している。
 2014年以前は10⼈以上が4％から44％へ、2015年以降も17％が49％へ増加している。

Q5_1＿SVP東京との協働が開始した当時と現在の、有給スタッフの数をそれぞれ教えてください。【協働開始当時】（SA)
Q5_2＿SVP東京との協働が開始した当時と現在の、有給スタッフの数をそれぞれ教えてください。【現在】（SA)
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凡例 ｎ

協働開始当時 51

現在 51

協働開始当時 26

現在 26

協働開始当時 23

現在 23

協働開始当時 28

現在 28

協働開始当時 23

現在 23

協働開始当時 26

現在 26

協働開始当時 25

現在 25

協働開始時
⼈数

3⼈以下

4⼈以上

協働開始年
度

2005〜2014年

2015〜2023年

全体

協働開始時
事業規模

1000万円未満

1000万円以上

代表・CEO

70

82

76

93

64

68

73

90

65

73

70

85

69

79

事務局⻑・COO

9

9

10

3

8

16

10

3

8

15

7

7

10

10

役員・理事

4

2

0

0

8

4

3

3

4

0

4

4

3

0

広報責任者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

部⾨責任者

2

0

3

0

0

0

3

0

0

0

0

0

3

0

⼀般職員

7

0

3

0

8

0

3

0

12

0

7

0

7

0

ボランティア・イン
ターン・アルバイト

2

0

0

0

4

0

3

0

0

0

0

0

3

0

その他

4

7

0

3

8

12

0

3

8

12

7

4

0

10

当時は参加
していなかった

4

0

7

0

0

0

3

0

4

0

4

0

3

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答者の役職・⽴場協働先

 回答者の現在の役職は82％が代表・CEO。協働開始当時の役職が代表・CEOは70％で、12％は協働開始後に代表・CEOとなっている。
 事業規模の⼤きい団体ほど代表・CEO以外だった⼈が回答している率が⾼く、協働の主なカウンターパートも代表以外であった率が⾼い

ことが察せられる。
Q7_1＿SVPとの協働当時と現在の、あなたの団体での役職や⽴場を教えてください。【協働開始当時】（SA)
Q7_2＿SVPとの協働当時と現在の、あなたの団体での役職や⽴場を教えてください。【現在】（SA)
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ｎ
SVP東京の
パートナーか
ら勧められて

SVP東京の
過去の協働
団体から勧
められて

その他の知り
合いから勧め
られて

ネットワーク
ミーティングな
どSVPのイベ
ントに参加し
て

SVPのウェブ
サイトやSNS
を⾒て

その他

全体 56 27 21 21 16 23 21

1000万円未満 29 17 21 28 17 21 21

1000万円以上 25 40 24 12 16 28 20

3⼈以下 30 20 20 30 17 20 23

4⼈以上 26 35 23 12 15 27 19

2005〜2014年 27 22 22 26 19 15 22

2015〜2023年 29 31 21 17 14 31 21

協働開始時
事業規模

協働開始時
⼈数

協働開始年
度

0

10

20

30
全体

SVP応募のきっかけ協働先

 SVP応募のきっかけは、全体では「SVP東京のパートナーから勧められて」が最も⾼い。
 1000万円未満/3⼈以下では「その他の知り合いから勧められて」が最も⾼く、1000万円以上/4⼈以上では「SVP東京のパートナーから

勧められて」「SVPのウェブサイトやSNSを⾒て」が⾼い。
Q9＿SVP東京に応募したきっかけは何でしたか︖以下のうち、あてはまるものを全てお選びください。（MA)

10
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ｎ
経営戦略・
中期事業計
画策定

マーケティン
グ・営業⽀援

資⾦調達・
ファンドレイズ

組織体制整
備・ガバナン
ス

新規事業開
発

個別イベン
ト・プロジェク
トの実⾏⽀
援

広報・PR 財務管理 ⼈事・採⽤・
⼈材育成

調査・⽩書
制作

ITインフラ整
備 その他

全体 56 73 50 50 50 46 46 30 29 27 20 18 14

1000万円未満 29 79 69 48 59 48 52 38 24 31 21 24 10

1000万円以上 25 68 28 52 44 44 44 24 36 20 16 12 20

3⼈以下 30 73 73 43 57 53 47 30 23 27 27 23 13

4⼈以上 26 73 23 58 42 39 46 31 35 27 12 12 15

2005〜2014年 27 63 56 52 52 44 41 30 26 19 7 15 26

2015〜2023年 29 83 45 48 48 48 52 31 31 35 31 21 3

協働開始時
事業規模

協働開始時
⼈数

協働開始年
度

0

20

40

60

80
全体

協働内容協働先

 協働内容は、「経営戦略・中期事業計画策定」が最も⾼く、「マーケティング・営業⽀援」「資⾦調達・ファンドレイズ」が続く。
 1000万円未満/3⼈以下は1000万円以上/4⼈以上よりも協働内容が多い傾向。特に「マーケティング・営業⽀援」が⾼い。
 2014年以前は「マーケティング・営業⽀援」「その他」、2015年以降は「⼈事・採⽤・⼈材育成」「調査・⽩書作成」などが⾼い。

Q11＿SVPとはどのような協働をされましたか︖あてはまるものを全てお選びください。（MA)

私のメンタルケア/UBSとのマッチングギフト
企画や、UBSやアクセンチュアとのコンサル
セッション/会員拡⼤、ファイナンスモデル検
討/学校設置に関わる準備/ネットワーク
⽴ち上げ/政府との契約など/ほんとになん

でも相談させていただいていました
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ｎ

代表者
本⼈の
精神的
な⽀えに
なった

⼈脈や
ネット
ワークが
形成され
た

代表者
以外の
経営陣
やスタッフ
の成⻑に
寄与した

経営戦
略・計画
の策定が
できた

ミッショ
ン・ビジョ
ンの明確
化ができ
た

新規事
業の開
発ができ
た/進ん
だ

代表者
本⼈の
成⻑に
寄与した

代表者
以外の
経営陣
やスタッフ
の精神
的な⽀え
になった

財務基
盤が強
化された

既存事
業が成
⻑した

広報・
PRの効
果が上
がった

意思決
定プロセ
スやガバ
ナンスの
整備・明
確化が
進んだ

調査・リ
サーチが
できた

財務管
理などの
整備がで
きた

⼈事・採
⽤・⼈材
育成の
質や効
率が上
がった

ITインフ
ラの整備
ができた

その他

全体 56 64 63 61 55 52 50 48 48 32 30 27 25 23 21 20 14 5

1000万円未満 29 69 69 59 66 59 52 62 52 41 48 45 31 24 24 31 21 3

1000万円以上 25 56 56 64 48 48 48 36 44 24 12 8 20 20 20 8 8 8

3⼈以下 30 80 73 53 57 47 50 60 53 40 37 37 23 37 20 23 20 3

4⼈以上 26 46 50 69 54 58 50 35 42 23 23 15 27 8 23 15 8 8

2005〜2014年 27 67 67 59 48 48 33 44 56 26 26 30 22 15 22 19 11 11

2015〜2023年 29 62 59 62 62 55 66 52 41 38 35 24 28 31 21 21 17 -

協働開始時
事業規模

協働開始時
⼈数

協働開始
年度

0

20

40

60

80

全体

協働の成果・価値（MA)協働先

 協働の成果・価値としては、「代表者本⼈の精神的な⽀えになった」「⼈脈やネットワークが形成された」「代表者以外の経営陣やスタ
ッフの成⻑に寄与した」など、⼈に関連した部分が上位となった。1000万円未満/3⼈以下の団体の⽅が成果・価値が多い傾向。

 1000万円以上/4⼈以上では「代表者以外の経営陣やスタッフの成⻑に寄与した」、2015年以降は「新規事業の開発ができた/進んだ」
が最も⾼い。

Q12＿SVP東京との協働において成果があったことや、価値があったと思うことを、全てお選びください。（MA)

12
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n

代表者
本⼈の
精神的
な⽀えに
なった

⼈脈や
ネットワー
クが形成
された

新規事
業の開
発ができ
た/進ん
だ

ミッショ
ン・ビジョ
ンの明確
化ができ
た

代表者
以外の
経営陣
やスタッフ
の成⻑に
寄与した

経営戦
略・計画
の策定が
できた

財務基
盤が強
化された

既存事
業が成
⻑した

代表者
以外の
経営陣
やスタッフ
の精神
的な⽀え
になった

代表者
本⼈の
成⻑に寄
与した

調査・リ
サーチが
できた

財務管
理などの
整備がで
きた

ITインフ
ラの整備
ができた

広報・
PRの効
果が上
がった

意思決
定プロセ
スやガバ
ナンスの
整備・明
確化が
進んだ

⼈事・採
⽤・⼈材
育成の
質や効
率が上
がった

その他

1位 合計(56) 1位 合計 56 16 11 11 13 11 11 9 2 4 2 2 2 2 2 2 - 4
2位 合計(53) 2位 合計 53 8 8 8 13 8 9 6 8 9 6 6 4 4 2 4 - -
3位 合計(52) 3位 合計 52 15 15 14 6 12 6 6 8 4 6 4 2 2 2 - - -

1ー３位 合計(56) 1ー３位 合計 56 39 34 32 32 30 26 20 17 17 13 11 8 8 6 6 0 4

16
11 11 13 11 11 9

2 4 2 2 2 2 2 2 0
4

8

8 8

13

8 9
6

8
9

6 6 4 4 2 4
0

0

15

15 14
6

12 6

6

8
4

6 4
2 2

2 0

0
0

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45
1位合計(56) 2位合計(53) 3位合計(52)

協働の成果・価値（順位）協働先

 協働の成果・価値の上位3位の合計では、1-2位はMAと変わらないが、3位は同率で「新規事業の開発ができた／進んだ」「ミッショ
ン・ビジョンの明確化ができた」となった。

 1位のみでは「代表者本⼈の精神的な⽀えになった」が変わらず最も⾼いが、ついで「ミッション・ビジョンの明確化ができた」が⾼い。
Q13_1＿SVP東京との協働において成果や価値があったと思われた内容のうち、特に価値があったと思うものの順位を1位から3位まで教えてください。（各SA)

13

（％）

（％）
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ｎ

代表者
本⼈の
精神的
な⽀え
になった

⼈脈や
ネット
ワークが
形成さ
れた

新規事
業の開
発がで
きた/進
んだ

ミッショ
ン・ビ
ジョンの
明確化
ができた

代表者
以外の
経営陣
やスタッ
フの成
⻑に寄
与した

経営戦
略・計
画の策
定がで
きた

財務基
盤が強
化され
た

既存事
業が成
⻑した

代表者
以外の
経営陣
やスタッ
フの精
神的な
⽀えに
なった

代表者
本⼈の
成⻑に
寄与し
た

調査・リ
サーチが
できた

財務管
理など
の整備
ができた

ITインフ
ラの整
備がで
きた

広報・
PRの効
果が上
がった

意思決
定プロセ
スやガバ
ナンスの
整備・
明確化
が進ん
だ

⼈事・
採⽤・
⼈材育
成の質
や効率
が上がっ
た

その他

全体 56 39 34 32 32 30 26 20 17 17 13 11 8 8 6 6 - 4

1000万円未満 29 42 42 28 25 14 42 18 28 18 11 4 7 11 7 4 0 0

1000万円以上 25 30 22 34 43 51 9 25 4 13 18 17 9 4 4 8 0 8

3⼈以下 30 50 43 30 20 20 23 23 17 17 17 17 0 10 10 3 0 0

4⼈以上 26 26 21 34 46 42 29 16 18 17 9 5 17 4 0 8 0 8

2005〜2014年 27 52 53 25 27 24 29 12 9 29 8 4 4 9 4 4 0 7

2015〜2023年 29 28 17 38 34 34 24 28 24 7 17 17 10 7 7 7 0 0

協働開始時
事業規模

協働開始時
⼈数

協働開始年
度

0

10

20

30

40

全体

協働の成果・価値（上位3位合計）協働先

Q13＿SVP東京との協働において成果や価値があったと思われた内容のうち、特に価値があったと思うものの順位を1位から3位まで教えてください。【1-3位計】

 協働の成果・価値の上位3位の合計を詳細でみると、事業規模1000万円未満は「⼈脈やネットワークが形成された」「経営戦略・計画の
策定ができた」「既存事業が成⻑した」が全体より⾼く、1000万円以上は「ミッション・ビジョンの明確化ができた／進んだ」「代表
者以外の経営陣やスタッフの成⻑に寄与した」が⾼い。

 2014年以前の⽅が2015年以降よりも「代表者本⼈の精神的な⽀えになった」や「⼈脈やネットワークが形成された」が20pt.以上⾼い。

14
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ｎ

団体の理事や
アドバイザーなど
の役職(※)に
就いているパー
トナーが現在い
る

現在はいない
が、団体の理
事やアドバイ
ザーなどの役職
(※)に就いた
パートナーが以
前いた

役職には就い
ていないが継続
的に事業に関
わっているパート
ナーがいる

イベント開催や
クラウドファン
ディング実施な
ど、特定のサ
ポートが必要な
際に協⼒を得
るパートナーが
いる

ときおり連絡を
取るパートナー
がいる

その他 関係はあまりな
い

全体 56 29 9 36 50 70 9 2

1000万円未満 29 35 3 31 41 52 17 3

1000万円以上 25 20 16 40 60 88 - -

3⼈以下 30 37 7 33 53 70 3 -

4⼈以上 26 19 12 39 46 69 15 4

2005〜2014年 27 44 19 22 33 56 7 -

2015〜2023年 29 14 - 48 66 83 10 3

協働開始時
事業規模

協働開始時
⼈数

協働開始年
度

0

20

40

60

80

全体

協働終了後のSVPパートナーとの関係性協働先

 協働終了後、70％は「ときおり連絡を取るパートナーがいる」。また、「団体の理事やアドバイザーなどの役職に就いているパートナー
が現在いる」が29％。1000万円以上の団体の⽅が現在もパートナーとの関係が多い傾向。

 2014年以前は「団体の理事やアドバイザーなどの役職に就いているパートナーが現在いる」が2015年以降よりも30pt⾼い。
Q20＿現在、SVPパートナー（現在SVPに所属しているパートナーだけではなく、卒業したパートナーも含む）との関係はどうなっていますか︖あてはまるものを全てお選びください。（MA)
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パートナーアンケート結果
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性別パートナー

 回答者の性別は77％が男性。30代は男性の割合がさらに⾼い。

Q2＿

凡例 ｎ

全体 132

現パートナー 67

旧パートナー 65

2005年〜2014年 60

2015年〜2023年 41

20代 24

30代 56

40代 32

50代以上 20

男性 101

⼥性 30
性別

P
ステータス

協働
経験者

年代

男性

77

78

75

73

78

75

82

72

70

100

⼥性

23

21

25

27

22

25

18

28

25

100

ノンバイナリー

1

2

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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年齢パートナー

 現在の年齢は40代、加⼊当時の年齢は30代が多い。
 現パートナーは加⼊当時40代以上が5割を超えるのに対し、旧パートナーは2割強に留まる。

Q3_1＿現在、およびSVP東京に（最初に）加⼊したときの年齢を教えてください。【現在】（SA)
Q3_2＿現在、およびSVP東京に（最初に）加⼊したときの年齢を教えてください。【加⼊当時】（SA)

凡例 ｎ

現在 132
加⼊当時 132
現在 67
加⼊当時 67
現在 65
加⼊当時 65
現在 60
加⼊当時 60
現在 41
加⼊当時 41
現在 24
加⼊当時 24
現在 56
加⼊当時 56
現在 32
加⼊当時 32
現在 20
加⼊当時 20
現在 101
加⼊当時 101
現在 30
加⼊当時 30

性別
男性

⼥性

年代
40代

50代以上

協働
経験者

2005年〜
2014年

2015年〜
2023年

20代

30代

全体

P
ステータス

現パートナー

旧パートナー

20〜24歳

0

1

0

2

0

0

0

2

0

0

0

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

25〜29歳

3

17

5

16

2

19

0

20

2

10

17

96

0

0

0

0

0

0

3

18

3

17

30〜34歳

8

24

8

10

8

39

3

28

17

24

17

0

7

57

6

0

0

0

9

26

3

20

35〜39歳

11

18

10

16

11

20

7

23

20

17

13

0

14

43

9

0

0

0

13

20

3

13

40〜44歳

22

12

18

15

26

9

23

10

15

15

29

0

32

0

9

50

5

0

23

9

20

23

45〜49歳

24

12

24

19

25

5

30

5

22

17

25

0

25

0

38

50

0

0

21

14

37

7

50〜54歳

15

7

15

9

15

5

17

7

12

7

0

0

18

0

22

0

15

45

16

7

13

7

55〜59歳

8

6

10

8

6

5

8

3

7

5

0

0

4

0

9

0

30

40

8

5

7

7

60〜64歳
5

2

6

5

3

0

8

2

0

5

0

0

0

0

6

0

20

15

4

2

7

3

65〜69歳
3

0

3

0

3

0

2

0

2

0

0

0

0

0

0

0

20

0

3

0

3

0

70歳以上
2

0

2

0

2

0

2

0

2

0

0

0

0

0

0

0

10

0

1

0

3

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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パートナーステータスパートナー

 回答者は、現パートナーと旧パートナーがほぼ均等。
 加⼊時年齢30代は旧パートナーの割合が⾼く、40代以上は現パートナーが⾼い。

Q6＿あなたは現在、SVP東京のパートナーですか︖（SA)

凡例 ｎ

全体 132

現パートナー 67

旧パートナー 65

2005年〜2014年 60

2015年〜2023年 41

20代 24

30代 56

40代 32

50代以上 20

男性 101

⼥性 30

年代

性別

P
ステータス

協働
経験者

現在、パートナーである

51

100

43

56

50

32

72

70

52

47

過去、パートナーであったが今は卒業している

49

100

57

44

50

68

28

30

49

53

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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現在の職種パートナー

 現在の職種では、「経営者/役員（ビジネスセクター）」が20％で最も⾼い。特に、2014年以前で28％と⾼い。
 現パートナー、加⼊当時20代では「事業開発/経営企画」が最も⾼い。

Q4＿あなたの現在の職種に最も近いものを⼀つ教えてください。（SA)

n

経営
者／
役員
（ビジ
ネスセ
ク
ター）

事業
開発
／経
営企
画

コンサ
ルタン
ト（ビ
ジネ
ス）

バックオ
フィス
（⼈
事／
経理
／総
務／
法
務）

経営
者／
役員
（NP
O／そ
の他
ソー
シャ
ル）

コンサ
ルタン
ト（そ
の他）

ITエン
ジニア

ファシリ
テー
ター／
コーチ
ング等

専⾨
職
（⾦
融）

営業
／CS

その他
事務
系

弁護
⼠／
弁理
⼠

研究
／開
発

アン
コール
キャリア
（定
年退
職後に
新しい
ことをし
てい

広報
／PR

リサー
チャー
／調
査員

医者
／看
護師

専⾨
職
（不
動産
／建
築）

コンサ
ルタン
ト（組
織開
発／
⼈材
開
発）

マーケ
ティング

会計
⼠／
税理
⼠

教授
／准
教授
／教
諭

専⾨
職（メ
ディカ
ル）

ジャー
ナリスト

デザイ
ナー 学⽣ CSR

メディア
（プロ
デュー
サー／
ディレク
ター／
プラン
ナー）

⽣産
管理
／品
質管
理

その他

全体 132 20 15 12 5 5 5 5 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 - - - 5

現パートナー 67 19 22 9 8 2 - 6 3 2 3 3 2 2 3 2 3 - - 2 2 2 - - 2 2 2 - - - 5

旧パートナー 65 20 8 15 3 8 9 3 3 5 2 2 3 3 2 2 - 3 3 - - - 2 2 - - - - - - 5

2005年〜2014年 60 28 8 15 2 7 3 3 3 2 - 5 2 - 3 2 2 2 2 - - 2 2 2 2 - - - - - 5

2015年〜2023年 41 10 17 12 10 2 10 5 2 5 2 - 5 5 2 2 2 - - - - - - - - 2 - - - - 5

20代 24 21 33 17 4 4 - 4 8 - 4 - - - - 4 - - - - - - - - - - - - - - -

30代 56 18 11 18 4 7 7 2 4 5 2 4 4 4 2 - 2 2 2 - - - - - 2 - - - - - 4

40代 32 25 16 3 9 3 - 6 - 3 3 3 3 3 - - 3 3 3 - 3 - 3 - - 3 3 - - - -

50代以上 20 15 5 5 5 - 10 10 - - - - - - 10 5 - - - 5 - 5 - 5 - - - - - - 20

男性 101 23 17 12 5 4 6 6 3 3 3 - 3 2 2 - 1 1 2 1 1 - - - - 1 - - - - 5

⼥性 30 7 10 13 7 7 - - 3 3 - 10 - 3 3 7 3 3 - - - 3 3 3 3 - 3 - - - 3

P
ステータス

協働
経験者

年代

性別

0

5

10

15

20

25
全体

20

（％）

（％）
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加⼊時点での社会⼈歴パートナー

 加⼊時点での社会⼈歴は「11〜20年」が33％で最も⾼い。
 現パートナーの⽅が旧パートナーよりも社会⼈歴が⻑い傾向。

Q5＿SVP東京に加⼊した時点での、あなたの社会⼈歴をお選びください。（SA)

n 1〜5年 6〜10年 11〜20年 21〜30年 31〜40年 41年以上
社会⼈経
験はなかっ
た

全体 132 17 23 33 20 6 1 -

現パートナー 67 15 13 36 25 9 2 -

旧パートナー 65 20 32 31 14 3 - -

2005年〜2014年 60 18 28 38 12 3 - -

2015年〜2023年 41 12 17 37 24 7 2 -

20代 24 79 21 - - - - -

30代 56 7 43 50 - - - -

40代 32 - 3 50 47 - - -

50代以上 20 - - - 55 40 5 -

男性 101 18 25 33 20 4 1 -

⼥性 30 17 17 37 20 10 - -

P
ステータス

協働
経験者

年代

性別

0

10

20

30

40
全体

21

（％）

（％）
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SVP東京加⼊のきっかけパートナー

 SVP加⼊のきっかけは「SVP東京のパートナーから勧められて」が36％で最も⾼く、ついで「ネットワークミーティングなどSVPのイベ
ントに参加して」が33％で続く。

 旧パートナー、2014年以前の⼈は「ネットワークミーティングなどSVPのイベントに参加して」が⾼い。
Q11＿SVP東京に加⼊したきっかけは何でしたか︖以下のうち、あてはまるものを全てお選びください。（MA)

n
SVP東京の
パートナー
から勧めら
れて

協働団体
の関係で
SVP東京の
ことを知って

その他の知
り合いから
勧められて

ネットワーク
ミーティング
などSVPの
イベントに参
加して

SVPのウェ
ブサイトや
SNSを⾒て

その他

全体 132 36 9 14 33 20 18

現パートナー 67 37 6 16 25 19 21

旧パートナー 65 34 12 12 42 20 15

2005年〜2014年 60 37 7 13 38 25 23

2015年〜2023年 41 37 12 12 29 15 17

20代 24 38 13 21 29 13 25

30代 56 27 9 18 36 21 23

40代 32 50 6 - 34 25 6

50代以上 20 35 10 20 30 15 15

男性 101 32 10 17 33 21 21

⼥性 30 47 7 7 37 17 10

P
ステータス

協働
経験者

年代

性別

0

10

20

30

40
全体

22

（％）

（％）
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SVP東京加⼊の理由（MA）パートナー

 加⼊の理由は、「社会課題の解決に貢献したいから」が87％で最も⾼い。2015年以降は2014年以前よりも複数の理由で加⼊している。
 加⼊時の年代別では、20代は「⼈脈」、30代は「専⾨性、スキルを活かす」、40代は「視野や知識を広げる」「新しいチャレンジ」な

どが他の年代より⾼い。⼥性は男性よりも複数の理由で加⼊しており、特に「視野や知識を広げる」「セカンドキャリアを考えて」「⼀
緒に活動したいパートナーがいる」などが男性よりも10pt以上が⾼い。

Q12＿SVP東京に加⼊することに決めた理由を全てお選びください。（MA)

n
社会課題
の解決に貢
献したいか
ら

⾃分の視
野や知識を
広げるため

未知の環
境に⾝を置
いたり、新し
いチャレンジ
をするため

⾃分の専
⾨性、スキ
ルを活かし
たいから

⾃分のスキ
ルアップ、
キャリア形
成のため

⼈脈・ネット
ワーク作りの
ため

興味のある
社会起業
家と⼀緒に
活動したい
から

⾃社の仕
事に還元す
るため

セカンドキャ
リア、アン
コールキャリ
アを考えて

⼀緒に活動
したいパート
ナーがいる
から／いた
から

その他

全体 132 87 71 45 37 30 30 28 14 13 12 9

現パートナー 67 87 73 48 31 31 28 27 15 19 15 9

旧パートナー 65 88 68 42 43 28 31 29 14 6 9 9

2005年〜2014年 60 83 67 35 42 20 25 27 13 7 17 10

2015年〜2023年 41 88 81 56 44 44 37 39 20 15 10 10

20代 24 92 67 38 29 33 38 25 8 17 17 13

30代 56 88 71 45 52 32 29 32 14 7 13 7

40代 32 91 78 59 25 34 38 25 22 19 13 9

50代以上 20 75 60 30 25 10 10 25 10 15 5 10

男性 101 86 68 46 36 29 28 28 13 10 9 8

⼥性 30 93 80 43 43 33 37 27 20 23 23 13

P
ステータス

協働
経験者

年代

性別

0

20

40

60

80

100
全体
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SVP東京加⼊の理由（SA）パートナー

 加⼊を決めた最⼤の理由は、「社会課題の解決に貢献したいから」が最も⾼い。50代のみ、「視野や知識を広げるため」が最も⾼い。
 現パートナーは「社会課題の解決に貢献」がやや低くなり、「⾃分の視野や知識を広げるため」が⾼くなる。
 2015年以降は「未知の環境に⾝を置いたり、新しいチャレンジをするため」が全体よりやや⾼い。

Q13＿SVP東京に加⼊することに決めた理由の内、最も⼤きな理由を1つ教えてください。（SA)

n
社会課題
の解決に貢
献したいか
ら

⾃分の視
野や知識を
広げるため

未知の環
境に⾝を置
いたり、新し
いチャレンジ
をするため

⾃分のスキ
ルアップ、
キャリア形
成のため

興味のある
社会起業
家と⼀緒に
活動したい
から

セカンドキャ
リア、アン
コールキャリ
アを考えて

⼀緒に活動
したいパート
ナーがいる
から／いた
から

⾃分の専
⾨性、スキ
ルを活かし
たいから

⾃社の仕
事に還元す
るため

⼈脈・ネット
ワーク作りの
ため

その他

全体 132 44 20 12 8 5 4 2 1 1 1 3

現パートナー 67 39 24 9 8 5 8 3 2 2 - 3

旧パートナー 65 49 15 15 8 6 - 2 - - 2 3

2005年〜2014年 60 45 20 10 7 5 3 3 2 - - 5

2015年〜2023年 41 42 15 17 12 7 2 2 - - 2 -

20代 24 46 17 8 4 4 8 4 - - - 8

30代 56 48 11 14 16 5 - 2 - - - 4

40代 32 44 28 9 - 3 3 3 3 3 3 -

50代以上 20 30 35 15 - 10 10 - - - - -

男性 101 47 19 12 8 5 3 2 - 1 - 4

⼥性 30 37 23 13 7 3 7 3 3 - 3 -
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年代
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n 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年

全体 132 17 10 15 9 11 5 5 5 3 2 5 4 1 2 3 1 0 0 0 2 3

全体積み上げ 132 17 27 42 52 62 67 71 76 79 81 85 89 90 92 95 95 95 95 95 97 100

現パートナー 67 21 8 5 8 9 5 3 6 5 2 6 5 2 3 6 2 0 0 0 3 6

旧パートナー 65 14 12 26 11 12 5 6 3 2 3 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2005年〜2014年 60 2 5 7 10 15 5 7 5 2 5 10 7 2 3 7 2 0 0 0 3 5

2015年〜2023年 41 10 17 22 15 12 7 5 5 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20代 24 17 0 25 8 13 4 4 0 0 0 0 0 0 4 4 4 0 0 0 4 13

30代 56 14 9 18 13 11 0 7 0 4 5 7 5 0 2 2 0 0 0 0 2 2

40代 32 22 13 13 3 16 6 3 3 3 0 6 3 3 0 6 0 0 0 0 0 0

50代以上 20 20 20 0 10 0 15 0 25 5 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

男性 101 17 10 16 11 12 4 3 5 4 2 5 3 1 1 2 0 0 0 0 1 4

⼥性 30 17 10 13 3 7 7 10 3 0 3 3 7 0 3 7 3 0 0 0 3 0
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年代
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パートナー在籍年数パートナー

 回答者の在籍年数は「1年」が17％で最も⾼く、ついで（2年間の協働が終了する）「3年」が15％で続く。
 積み上げでは、「1年」から「4年」までで5割。

Q7＿あなたは、パートナーとして何年在籍していますか︖または、在籍していましたか︖ （SA)
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協働内容パートナー

 協働内容は「経営戦略・中期事業計画策定」が70％で最も⾼く、ついで「組織体制整備・ガバナンス」が続く。
 2015年以降は「広報・PR」「ITインフラ整備」が⾼くなる。

Q14＿あなたは以下の各団体との協働で、どのような内容に関わりましたか︖【3団体計】（MA)

n
経営戦略・
中期事業
計画策定

組織体制
整備・ガバ
ナンス

個別イベン
ト・プロジェ
クトの実⾏
⽀援

マーケティン
グ・営業⽀
援

新規事業
開発

資⾦調達・
ファンドレイ
ズ

広報・PR
⼈事・採
⽤・⼈材育
成

調査・⽩書
制作

ITインフラ
整備 財務管理 その他

全体 100 70 65 54 46 35 32 31 29 24 19 13 9

現パートナー 49 61 63 61 55 33 37 39 33 29 12 18 16

旧パートナー 51 78 67 47 37 37 28 24 26 20 26 8 2

2005年〜2014年 59 73 64 58 48 37 31 27 32 29 12 17 12

2015年〜2023年 41 66 66 49 44 32 34 37 24 17 29 7 5

20代 17 88 59 59 41 35 35 35 47 24 18 29 18

30代 48 69 65 46 46 31 35 25 15 27 23 10 6

40代 21 67 76 67 43 38 33 29 52 24 10 14 5

50代以上 14 57 57 57 57 43 14 50 21 14 21 - 14

男性 76 72 66 51 49 32 32 28 28 22 18 16 8

⼥性 24 63 63 63 38 46 33 42 33 29 21 4 13
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パートナー

 協働終了後も、半数近くの⼈は何かしら協働した団体と関係がある。旧パートナーは「関係はあまりない」が69％で現パートナーより
32pt⾼いが、「団体の理事やアドバイザーなどの役職に現在ついている」は22％で現パートナーより10pt⾼い。

Q18＿現在、団体との関係はどうなっていますか︖あてはまるものをお選びください。【3団体計】（MA)

n
団体の理事やアドバイ
ザーなどの役職※に現
在就いている

現在は就いていない
が、団体の理事やアド
バイザーなどの役職※に
以前就いていた

役職には就いていない
が継続的に事業に関
わっている

イベント開催やクラウド
ファンディング実施など、
特定のサポートが必要
な際に協⼒している

ときおり連絡を取ってい
る 関係はあまりない

全体 100 17 8 19 19 45 53

現パートナー 49 12 8 33 27 57 37

旧パートナー 51 22 8 6 12 33 69

2005年〜2014年 59 19 14 17 15 46 54

2015年〜2023年 41 15 - 22 24 44 51

20代 17 18 18 6 18 53 41

30代 48 15 8 10 17 42 58

40代 21 10 5 38 33 43 52

50代以上 14 36 - 36 7 50 50

男性 76 17 8 21 17 46 50

⼥性 24 17 8 13 25 42 63
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協働終了後の団体との関係性
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SVPでの活動の⽣活や仕事への影響パートナー

 ⾃⾝の⽣活や仕事への影響では、「普段とは異なる業種・業界の⼈と話すことが、働くモチベーションにつながった」のTOP2が95％で
⾮常に⾼い。次いで、「⼈⽣の充実につながった」や「エネルギーを得られた」なども8割を超えて⾼い。

 「協働やSVP内の活動で得た経験を、本業に活かせた」も79％と⾼い。
Q19_1＿SVP東京での活動は、あなた⾃⾝の⽣活や仕事へ、どのような影響をもたらしましたか︖ （各SA)

凡例 n TOP2

普段とは異なる業種・業界の⼈と話すことが、働くモチベーションにつながった 132 95

普段とは異なる業種・業界の⼈と話すことが、⼈⽣の充実につながった 132 89

社会活動を⽀援することで、⾃分⾃⾝がエネルギーを得られた 132 80

協働やSVP内の活動で得た経験を、本業に活かせた 132 79

協働やSVP内の活動で得た経験を、本業以外に活かせた 132 73

⾃社で、本業外の新しい活動を始めたり、参画するようになった 132 61

社外で、新しい活動を始めたり、参画するようになった 132 59

社会の役に⽴つ仕事をしていると実感できるようになった 132 54

⼈⽣に希望があると感じるようになった 132 52

学び、成⻑し続ける⼈⽣でありたいと思うようになった 132 39

とても当てはまる
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SVPでの活動による⾃⾝の成⻑や変容パートナー

 SVPでの活動での⾃信の成⻑や変化としては、「多様な・幅広い視点の獲得」がTOP2で96％と⾮常に⾼い。
 「⾃⼰成⻑意欲の⾼まり」や「チャレンジ精神の⾼まり」「本業のスキル・知識の獲得」もTOP2で8割を超える。

Q24＿SVP東京での活動によって、あなた⾃⾝にどのような成⻑や変容がありましたか︖（各SA)

凡例 n TOP2

多様な・幅広い視点の獲得 132 96

⾃⼰成⻑意欲の⾼まり 132 89

チャレンジ精神の⾼まり 132 86

本業のスキル・知識の獲得 132 80

社会課題解決への貢献 132 77

⼈脈の獲得 132 74

キャリアを考える機会の獲得 132 69

⾃分の能⼒の客観的な把握 132 60
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SVPの活動の難しさ・不満パートナー

 SVPの活動の難しさ・不満としては「本業との両⽴が難しい」がTOP2で64％で最も⾼い。次いで「本業以外との両⽴が難しい」「⾃ら
のスキルが不⾜している」が続く。

 「社会貢献できているという実感がない」は7％に留まる。
Q25＿SVP東京での活動において、どのような難しさや不満がありますか︖（各SA)

凡例 n TOP2

本業との両⽴が難しい 132 64

本業以外（家庭や学業など）との両⽴が難しい 132 51

⾃らのスキルが不⾜している 132 50

協働先が期待していることと、SVP東京が提供できる価値との乖離が⼤きい 132 44

協働先が⽬指していることと、団体として有しているリソースとの乖離が⼤きい 132 39

協働先とのコミュニケーションが難しい 132 33

Vチーム・SVPメンバーとのコミュニケーションが難しい 132 25

当初設定した⽬標に到達することが難しい／難しかった 132 19

社会貢献できているという実感がない 132 7

とても当てはまる
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